
防災分野における男女共同参画推進事業【長野県】

＜実情＞
・社会全体が男女平等であると感じている県民の割合は、男性が
16.0％、女性が6.4％にとどまっている。
・性別によって役割を固定する考え方に反対する割合は、男性が
57.6％であるのに対し、女性が72.8％と15ポイント以上上回ってい
る。
＜課題＞
固定的性別役割分担意識を払拭し、地域における男女共同参画
社会づくりを促進するためには、県民に身近で自分事として捉え
やすいテーマによる取組を行う必要がある。

地域の実情と課題

〇長野県危機管理防災課
〇県内市町村
〇自主防災組織アドバイザー、自主防災組織関係者

連携団体

根強く残る固定的性別役割分担意識の解消に向け、次年度も、
「防災」を手掛かりとする取組を継続する。令和６年能登半島地震
の発生により、防災分野における男女共同参画の視点が再注目さ
れている中で、県危機管理防災課と更に連携を深めて取り組んで
いく。

今後の課題

オンラインによるライブ配信及びオンデマンド配信を合わせ、900
名を超える関係者が研修会に参加した。参加された方から、「自主
防災組織への女性の参画がどうしても少ないため、研修等で働き
かけていきたい」、「防災管理者に女性も含めて対応していきたい」、
「避難所での女性目線の意見が参考になった」といった今後の自
主防災活動における意欲的な声が聞かれた。

事業の効果

＜目的＞
自分事化しやすい「防災」を手掛かりとする取組を通じ、地域に
おける男女共同参画社会づくりを促進する。
＜目標＞
研修会等参加者の満足度 80％
＜目標達成状況＞
当日参加者の満足度は100％、オンデマンド配信参加者の満足
度は概ね９割に達した。今後、女性の視点を取り込んだ防災体制
の構築や避難所運営等の進展が期待される。

目的・目標

自主防災組織リーダー研修会の開催
県危機管理防災課と協働し、本研修会の一つの講演として、災
害時に被災者支援等を行った経験を持つ県社会福祉協議会の元
持氏を講師に迎え、講師の経験を踏まえた女性の視点を取り込ん
だ避難所運営等を内容とする研修会（講演）を実施。

事業の特徴

個別事業費 12 千円

交付金額 ６ 千円

事業番号 ④



＜内容＞
令和５年度長野県自主防災組織リーダー研修会（主催：長野県危機管理防災課）
日 時：令和５年12月14日（木）13：30～15：35のうち25分間（オンラインによるライブ配信）

令和５年12月15日（金）から令和６年３月31日（日）までオンデマンド配信（YouTube限定公開）
対 象：自主防災組織リーダー、自主防災アドバイザー、市町村危機管理担当部局及び男女共同参画部局職員等
参加者：913名（当日：63名、オンデマンド配信：850名）
テーマ：避難所における男女共同参画の視点
講 師：元持 幸子 氏（長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター）

事業の概要

防災分野における男女共同参画推進事業

講演で使用した資料の一部

（内閣府男女共同参画局作成『「災害対応力を強化する女性の視点」実践的学習プログラム』準拠）

満足度
当日参加者100％
オンデマンド配信参加者約90％


